
 魚類蓄養地φ千満による海況変・化一

調査部

 ききに報告したように垂水市牛模溶岩の魚類蓄養地においては毎日10時に定点観湖を実地し

 て,海況の変化舳握し魚類の健銚育威を図ることムしたぞ1(一一マチ蓄養試験別報)・月下旬
 からハマチ稚魚の衰弱、一鍵死が目立ってきたρで・.その原因究明の一助ともする意味で・干満に
 よる海況の変化を調査.した。

 期一間昭和る5年6卵b日㌧7月3日
満潮時6回.干潮雫5回
 '10時4回(1回は満潮時を兼ねて実地)

 二調査項目と方法
 項目:透明度;水温,pH・.Ce..溶存酸素、酸素飽和度,アソモニヤ窒素,睦

 駿'C一。・O.D一,プランクトン
 カ法.従来通り,海洋観測法に準拠一
 調査結果次表のとおりである。

 〔天候〕調査期間申は晴天続きであつ.た。
 〔水洞.〕表面榔沌は湘妙(干満)よりも気温の影響を5けて変化しているようであ

 る。即ち、早朝に低水溜.を示し,次第に上昇して,タカ.高水温となり,そ一

 れ以凄は再び度下～上外とい5傾向一を繰返している。.
 (7月2日10時は2298℃を示しているが,これは例外で,測定上の
 誤謬で律ない牛と思われる一).10米層は表面に比べて‡不変化少なく。・一
 大体千淑こよって上下してい手(干満時低く.瀞1僻萬い)

干.滞時観測結果

             月時霧一透水油.一炉HCeD             一則℃             目%             閻別度010010.010'0
             6月10・F-00Hε、3              ち,026,022,6ア8,38,414,0018,23             1ア}00L5.35             50日26.722,7083.8,4             H14,4419013,21             22千30一'26,3522、ア38.38.314,9918,553,46.

             7月5-30工。■26,20221658.3一8,416,7218,40             1日10τ006.26             Z526,9022,908.48.4             H16,0518.1置一5,31             .11-20.2Z0922,958,48.5             L15,4318,10.             18-005,8ア             6,52Z8022,6q8,3.8,315,2518,365.94

             7月0-10H.2Z1023,10・8.4             L8.3             2日7-0016,9・718,205,435,04Ii11             6、.52Z1022,608.38,3・16,1118.375,354,49・108
             10-006,62男9822,928,38,415,6018,045,525、ε511コ
             12-00H2Z4223,158,38,318,04             19-0口18,335.905,51123             L2Z652-2,698,38.3155318.415,824,95118

             乱;二11H2Z20231808,38,316/41-8.205,2.ア6,05一10ア             5,02・Z0122808.38,315,一3018,335334,23107
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 表繭では.7、胃1.日18一時の干潮時以睡は、.干潮時低かん.,満潮時高
 かんとなって干満による変化が!がカ1えるが・それ以前町角…一蝸
 10時から翌冒10時までの間は干満によって相関g関係を示してい'
 ない。

 10米麿では,上下変化は極めて少なく安定していて;予紬による変
 イビIを認め難i、・o

 〔溶存酸案  酸素一飽和度・〕

 海水中の維素は一輝に夜になると共に減少して暁プ5・最も牛牟くなっ
 て.騒1々危険状態を示すことがあると云われているのであるが一,今回6)
 I調査・では必ずしもそのような経.果はみられ,ない。
 強いて,結びつけるとすれは早期の干潮時にや∫減少し、ている。と云え
るだろう.カ㌔

 〔ア:/モニア窒素〕

 魚の放養量が多く沃れば,そφ排せつ物も増加してアイモニァが多く一
 なP著しいときには,魚の成長に悪影響を与・えると考えられているO

 叉,昼間は炭素一同化作剃ζよってア:/モニアが消費一されるが。夜にな'
 ると次第に増加すると云われている。今回の調査.で砿夜間増加してい
 るときも奉るが必ずしも,そ5とばふりは云えず,叉,干歯に.よる変
 化も認め難いよ5である。.1

            一■L^一

            食訴酸託NH3ニト硅酸O.O.D押物P4“㍑oπ「嚢1奉工∴苧十拝等}            10o100=10膏■'To

            90一」960,512,513,53,o100200180202020o,14t.181,64O,79-O,83≡31・・`1634斥丸。舳.α            9410311061031,51・2,54,51,51,51,55,590120-1-6014020202020→一一_ト_一十ε]乙___市9209al^老㍑柚し            1,450.30・1,531,240,991,28261一線遂ζ;・・て縦扁ダτl11籔迎
            姜亨㍑9引6,05,5・4,03,53,54,03,5峠、03;5・5.05010012012011020202020201,361,62.1.622241,511・・マ・・1.11321,281,45{.0,0.651310、引10,5c坤尼。6・自〃脈淡坤彦必告鮎ζ純イ
            119834,0404.04,0ア0120一20201.161421,270一.75218.5○戸・κ砧.・叫            一1,5
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 〔硅酸〕〔.O.・O.D〕・にお.いても干満による変化は顕著でない。

 以上,短期間の調査の結果ではあるが.,一応こ∫では干溝によって,海況は大きく変化
 ・ずることたく,た∫10米属水温と表面壌素量が若干,l11轍と繭違をもっていると云えそう
 である。もっとも,場所の地形によってそれぞれ変化の産昏が異ることは勿論であろ5。
 叉,プランークト=ノ量,麓類でも干淑こよる変化は確誌し難い。一
 プラン.ク.トンは,風波,低気圧等による水のカク乱とか.日射量によって左右されるこ.と
 の方が大きいためであろう。.

要

 ①6月30日から7月3日にかけて,干満12回の連続海況観測を打つだ。

 ②この観測は・6月下旬から蓄養申のハマチ稚魚の衰弱・難巧が目立って手たので一・そ
 '⊇原因究明の一助とする意味で,特に一i干榊時における蓄養汕.内の海況悪化が魚に悪

 影饗を及滑しているのではないかとい5予想の下#こ待つれ
 ③調査め結果,最初懸念し.ていた程,千満による海況の変化____干潮時の海況悪

 化一一・一…がみられなかった。

 .④た{米簿の水漱と表繭塩素量だけは潮汐と甲違が島名よじであるカ1・魚の生評
 大きく影響1する穫のもので壮ないと思われる。

調査員 永山松男

九万円已

 τ546一



COD 変化



 鹿児島湾奥・魚類蓄養場環境24時間観.測〔第1回〕

調一査部

 §調査の趣旨

 牛根蓄養場における・昨年度のブリ仔異常減少か6月中下旬に生じてい・るgで・毎日の足時
 観測あほか,本観測を実施した。この観測は小汐時を選ん足ものであるか,下註のよ51干梅雨
 中であり日射量少なく,水・質,水温共著しい変化がなく,環境比較的安定状況である。

 §調査期間

 昭和35手6月15目午前9時から

 瞬和35手6月16日午前9籠手まで

 §水

 表層は場内か場外よりも約0.5℃高く,10米層は逆に場外が場内より約0.5℃高い,場内
 の表麿は時聞的変動があり1k時が21.5℃で最高を示し;5時が20.5℃で最低一を示した。
 叉10米層は20,3℃前震セ変動がないが24時の満汐時カ;ら6時までは20.7℃に上ダ1・した。
 場外の表層は構々変動はあるが20・8p前震で,24時の満汐時に21・4℃の最高一を示しれ
 叉10糀擢は捨んど変動なく20.9℃冑艘であるが,7時の干汐時に20.3℃に低下した。場

 外は表燭・10榊摺の紺。度差(約P・2～.O・3℃)は小さいが,場内の湘嘩養(卵1℃)は大き
 い。但し24時からア時の問では,場内外・,表層,10π幡何れも温度差が小さくなってい私一

§PH

 PHは場内外・表層・10η堀の別なく8・2㌻8・4で殆んど変動は認められない。

 §塩素量

 塩素量.は場内外共に表層が少なく,1・0m層が多いが,表層は場内が少なくそ逆に10肌層

 は場内が多い。・場内の表層は変動か著しく,15.5～174帥の範囲で且つ,干瀞こ関係
 なく変動しているが,場外の表層ほ1と3㍗1台.4%の範囲で変動.し,瀞呂僻が多く干汐時

 が少い傾向がある。10肌層は内外共に変動は卒く18-0～18-6%の範闘で島る。

 §溶存酸素量

 一酸素量は内外共に4-0～4・70れrの範囲で糟宇嬉内が少ない。但し場内あ1む米麿で17
 時～21時・5・時～9時の干汐時に3・8吻の最低を示す。
 長1ち解度よりみると場外は表戸・;1・肌層細じ鮪で変動し亨・%前藤で。・時から・蒔
 .一の間で嚇屯倶く83%に低下している。但し場内は表層・,101η摺共に変動・が著しく,表層は

 60%前震から,則ち,溝汐,干渉時に比較的高く,老の中間,14撃21時に75%に低下
 する。.

 1・0肌層は瀞夕時は8口%前車であるが。干汐時には70%Iに低下する。
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 §NH一.Nニ

 アンモニアー榊一1・γ小㍉.の紅場外よ1場占1r・.支^/蹄
 が程々多いが・その時間的変動は殆んど畔苧られたい。

 §建駿

 麟は塩雑1と逆の傾向如繍艦の少ない時は磯が多く糠墨1り多い時は硅酸が少ち
 い結果となっている。一

 期ち場内が多/。表離・・一1・。.・を.の繊で,鶴ノ1舳刈㍗箏
 .の範麟である。

 γ・α圭。弼3

 1鵬ま納外午舌㍗力下変動fまなし'
§C.O.D

 ・…Jは鮒共に圧・一・・㌦搬で・内外・衰1帆薦;の銚・叉轍塾
 も殆んど認坤れ鮎、

 .§調査.黄九万国一∵已

 調査郡諸子克修・

上田.忠男

一.349一一



.. 観測結集

          ミ水.撤,P.H塩素量
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(5.6.1  場内',∫、元2場 外)

474

469

          溶存酸系1酸素飽和度NHドN硅一酸10・O・Di
          ηモ.
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 鹿児島湾奥魚類蓄養場環境白4時間翻測〔第2回〕

 前回小汐時の観測に引き緩いて,今回は大汐時の饒測を実施した。
調査期間

 昭和35年ア月16日午前7時から

 昭和ア月1ラ日午前ア時まで

榊 †

 ア月16日 0-29

15-12

一7月17日 1-31

 14一・56

7-08

18一一量9

8-18

20-20

 次表のとおりである。・

 時間的変化は小捗時と同じような傾向を示しているが,小汐時に比べて酸素飽和度
 は良好とな'っている。



          溶存1酸素量酸素飽和度剛竺珠.離酸C・.O.D
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蓄養場内
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篶
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川
一
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蓄養場外
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 米ノ津川  水質汚漬予備調査(第3回・第4回)

調査.郡

 I言窮査員的及び調査項目
 新設される,1出水製紙株式会社の工場廃水による,米ノ津川および附近海域の水質汚濱.を予
 想し.;本年度は.,第3回(操業前)、第4回(操業鋳麦擦)水質汚演予錆調査をした。

 調査項目は,出水製紙株式会社における蝿敢り調査,および.水・費.,泥質,汀生物。ブラン
 クト:/言属査である。

皿.調査時期

第3回調査

 第4回調査I
 同君禾口35再三9月19日～21一日

 昭和36年2月.14日～1Z日
 註)工場は12月から操業を開始したが㌧2月現在本格的操業ではな

 い。

皿各論

 〔工〕串本製紙KKでの聰取調査(第3回調金)および。,排水地設調査(第4回訓壷・)
1..第3回調査(昭35.豆21)

 出水琴紙…鰯脇役・藤森郡市耳・;二聯後事務部長・永岡正亭1氏と会い・生鯛込
 廃水処理計画等について1憾坂し,工場現癌を調査した。その結果は下記のとおり。
 ω操業計画昭和35年10月10日～15日一一試運転

 〃""〃“11月_操業開始(12月

 (か易棄業鎌始)

 (2〕生産品,および,生産量1クラ7トバルプ(K.一P)
 年産2万トン(日産:.60トン)

 。{3jプー刺.処理…二量.一1日で'3GO石≡

 14〕用水量:廃畔長1-1日で25,000トン
 15〕生産工程の概要・(省略)

 16〕・使麻薬斉!1・①苛性ソーダ②硫搬ソーダ1至1石.灰。
 ④液化撫素・⑤苛値i1ソーダ(漂白剤として)・
 ⑥一二酸化填素

 (・④⑤⑥は漂白剤.一パルプ1トンq漂白剤35㎏を使用する)
 17〕廃液には次の4種類がある。
 ①酸類一÷>塩素,在れ
 ②.アルカ・リ類一→.苛1性ソ十ダ,.硫酸ソiダー,年㍑
 ③木皮層洗樵水一二ニー一→皮剥き洗溝卒
 ④その他の雑廃水一二一→その他の洗粧水・
 'これら4種の廃水は工場肉では;別々の溝を流れ,廃水処衰施設の手前で合流す亭。
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 18〕・廃水処理施設
 ①傾斜濾過瘤一上記廃水は合流し.二先づ,こ∫に入る。これは。巾5肌。長き7
 肌,6.0目サラン金網で.,廃水申の繊維害浮遊物を除法し、涼気して,写.O・一D
 の問題を解決している。

 ②クラリフアイァー(浄化槽)一.浮遊物を除去した鹿水は,更に,こ⊥え送られ
 沈澱物を除去し,残りの液は,オーバーフロニして,排水管へ流すよ5としている;
 ③排水管900欄ヒ千一ム管で米ノ津川支流,高柳川のアルコール場廃水放
 流点から下流・5-0肌・のとこちに放流口は開いている。工場から放流口までの排水管
 の長さは2,300榊である。(鮒図1一参照)

2第4回調査(36年2月17日)

 操業霞の工場排水施設調査をしたが廃水処理施設はすべて計画通りに完成し,使用されて
 いる。(廃水の化学的1性質は第3-2表∫`2を参照)

 〔瓦〕 生物調査

1
. 汀生鞍

 ①方法

 .干潮時に調査点における汀線一帯(10一～15・0肌)の生物採取を行い、・醒類と出現
 一量の概略調査を打つだ・

 ⑨結果(第1表参照)

 ∫〃.(米ノ津橋上流右岸20肌の地点)一

 策3回調査ではメダカ稚魚の10数尾群泳.するのを見たが.,第4回調査では生物採
 集されず∫f3・(米ノ津橋上流布岸400m出水商業工高下)

 干潮時には全然廃水?影弩を受けたい。メダカ・,τナガェビ・・ヵノコガイがみられ・
 その中でもメダカは多い。第2回調査(事5年2月)には一,ハゼ,イソガニ.,モクズ
 ガニが稀に見られたが,第4回(36手2一月.)にはみられたかった。
 ∫`4.(米ノ津橋下流600肌)

 一ハゼ.イソガニ、端脚類が見られ第3回,.島4回、ほとんど変化なし
 ∫{5.(川口右倒)

 ∫f6、(川口左側)

 川口であるため.,駒形の変化も大きく,出現生物種類は多い。イソガニ.フジ7ボ,
 マガキ,緑藻などが比較的多い。出現状況は従来とかわらず.た∬≠6.のイシダタ

 ミ(腹足類)は殻のみで.,生貝は採集されたかった。(イシダタミの殻には†ドヵリ.
 の棲蟷、がみられる)また,第4回調査に∫着5.で,小石にアサクサノリの着生がみら

 れたが・.これは附近で壁殖中のアサ>サノリに起因するもので島ろラ。.

 第4回調査では,∫i3牟除'く他の調査点では,水色は茶褐色を呈し,特異な虜敗
 臭がしたが・.これは,いずれも製紙工蕩廃液に起因すると,思われる泡立ち(5砒ジ
 μα≠.`一F0αP)がみられ。た。
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第2.一1表.  米ノ津川口附近  プランクトン調査結果  (昭35.9・ 20)・

          ＼・∫芒区.分＼、_∵23.456・
          採集時HWLWI一場v工WHWLwHW孤v

          沈澱量(㏄)0.10.04O.20.2.D.13.00-10.08

          割合(%).705060507口・r10・10
          一'.

          Microsette1alSprr十

          「■I一          0・・早ea・p'十
          OthercoPe'r

          A1㎝aqu出angu1班is工'I

          Cyc工Ψsspr

          OentrgPyxissp(つのまたかつぎ).

          Gerati凹αsp十r

          ム㎎yipoda十r.

          .Po1y吐配ta1aπaコ=・

          G舘troP刮a1-awaI.r

          Ce11anasp1anテa(よめがさ幼生?)・r

          B・傘舳・・1・…(稚カ=:甲長2切π)1
          およぎみ土ず科?の一。種rr十

          .。昆.虫.幼生十・CCC.r
          ○町zids1ati螂1arva(メダカ稚魚)2・50

          筈鵯一.・合..(%).304050301009090
          Th副ass.iothr蚊s白十rr.r十

          SPirO駆r2sp(アオミドロの一種)十cC.C㏄C

          Ri・…1中・・prrrr
          Me1oSi・asp.Gr          '植物性プランクトンAsteri㎝e1I白ミP「..十          Steph釦。p皿is'spr十

          Cosci皿的isc雌spr

          Striate11asp÷÷          0baetoce晒ssp・

          0yミ㎜ophyceae工COCCr.一
          De㎜id・中mr

          Otherr十.r1=.ユ
 註)HW=満潮時

 ・LW;干潮時
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2プランクトン
 ①方法

 北原式定量ブランク・トンネツニトを角いて,川の上水深を採集した。千ットの口を上流方
 向にネ7・トを水平に固定して,川水が自然.に流入するよ・うにして..10分間採集した。
 ②結・果(第2』1表及び麺2-2表参照)

 豪4回調査では,∫≠2,∫{4.・は沈澱1量1やム多く,∫±2。では木材麟維らしきものが多量に
 みられ,∫{4。.でも,それと共に浮遊砂枇,微小來雑物がかなりみられ牟。
 第4目調査では前回に比して,何れの調査点で李.、構物性プランクト:/のしめる割合が大き一
 く,特に藍藻類が多かった。

 ま一た;一繭1麦め影錘が裏も大きいと一舐われる∫{2は。.出現種類も製小で,動物倒1プランクトン
 ぽ全く見られなかった。

 第4回鰹では、舳一・一一・。でも重㈱1プランク1ンはきわめψないが・キ流に泣寺る
 ∫土3.では,昆虫幼虫の他,ミジンコも矛)ずボながらみられた。さらに川口の∫{5.一6。では,
 量的にはわずかであるが,水1性沿岸植物プランクトンが見られた。

 3一考・察

 一第4回調査の汀生物・プランクトン習査からは・∫土2を除、・て廃液を確認・しがたいが川口
 附近の∫{4.5.・6.では;前述のとおり,・水色は茶褐邑を呈し.,特異な臭気と共ピ,
 5砒伽加州舶叩と思われる泡立ちが見られることから,溝涜幸好む鮎の遡上はかなり・の影饗
 を受けるのではないかと思われる。(第3回調査時には∫兆一で鮎の沸泳が見られた。一)

 〔皿〕水質泥一質調査

1.本質調査(一策3-1表一,第3-2表,第3-3表参照)一
 策4四調査においては,瀞瞬と干潮時に鋼採水を存った。

 キ潮時に・,工場廃水により黄褐色を呈していた場所は,河川は勿論の…と.海上では5着6・7
 が最も著しく.一∫走11.12.も強く着色し,.更に,∫亡1合.も着色していた。他の場所は,肉.
 眠的観察では異常は認められたかったら

 水流陣海上で11℃前後,PHは8.23～8;33で,第3回,第4国調査とも差裏はたい。
 p.gは,河川では干潟時少く;一滴糊時に多いが,海上一では6.5ppm一程度であり,τ満によ一.
 る・変化は認められなかった。G..O,Dは,第4回調査で沌,満潮時80～20P量m三
 時200～50一岬mで第3回調査時(15PPm以下)より著しく増加し,叉,海上でも第I
 3回の1～2PP㎜から,第今回調査では,2PPm以上の場所が,舳6-7819.11.16-
 1Z1等.19とあり,著しい増加を示した。塩素量は変化は認められ=ないが,硅磁は,海上で
 満潮1時10～2・Oア/eから干潮時30・㌧gOr/eに増1如しているこ・とから,干潮時には,

 沖合でも淡水あ影響を受けることが考えられる。アゾ手ニアは第3回調査に比較して.第4回
 調査.では.洞川水は.勿論.海上でも増加している。即ち、第3回の列1合で2～5τ/eから,

 第4回では10～20τ/eに増加Lていることは注目すべぎであ・る。燐酸は葦異が認められ.
 ないがザ壼硝酸は第3回の0,00～b..01γ/eから,第4回では0.るτ/eに詰加している。
 ・以上が水質調査結果であるが.工場操業後に著しく,その・値の変化したものは,O.O.P
 ア1/モニァ..亜硝酸であり、他は,ほぷ同亡値を示した。
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第2,一2表  1米ノ津川口附近プランクトン調査結果  (昭56.2.・15)

       区分       r・6-1`0.8       言9

       翌同5.5

       上:chyon山
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 .第1表:米ノ津川口附症汀生物調査結果表・

             門綱目S-2.S..3も一4一S.5・S6
             亜目箪・名一皿w皿w皿w血一】v皿]V
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             動ことひ童(やがたいさき)十
             物めだか一F料冊⊥
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             一止^
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             節・べ一んけい.がに十十
             足歪尾重冒やどかり科の一種一H一十十拍
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             境.多毛細ごかい十
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 W:昭和35・定2月15日1・十ト:僅か十料十名い多い・
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第3-1表  米ノ津川及び沖合水・泥質調表結果表  (昭和3・5年g一月20日)

                  区分水.・一一頁

                  水深1透駿I(m)1(剛気淋(o)溶存駿索一(PPm)塩素量.(%。)C.O.D建一般1燐酸アンモニア                  's㌣観測時間PI王亜硝酸                  (o)黒十;;牛箒遣簑仁†隼二                  山'■^

                  55iT一25-924.90Z1O3.52                  」」.D.30
                  25.26.825.10一Z2Cz9章0.1415.6夢.ooC00.6

                  o」01

                  0726.124.556.606.820.51988,o4'7o1.32.90.C34.3
                  一.一一一

                  8一与0竈248.246.0口17162.012.0一口621'4.08                  526.80{265026458.345.491763。3,1923口0.671.41竺ド115.6I一■.3.ア一■一''一一■一■一7.94∵一一一                  じ248.24。詞1。。。2.9.5,2一〇〇0.!                  91018」一009                  626.ア08.346.03.1Z902-4.2Z0250.150.084、・30.24

                  7925○ク.524.Q26.608.346.311Z174.65.6300.523O.052.6O.093,08.24■一一一一一一'Z84                  811.050426-026.908.346331Z96.1.413.6250.6・11O.055.2C.091.0
                  '

                  911.55○い26.8.27058134'6.39{7931.74.8一25口.230.084.40.27z38.04
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                  一
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                  26.608.246.3015,941.72.O50O.b14O.05                  12950○コ551一ξ5-5一26.8.58.346.391アア63.45.225o.o50.口53.80.23Z18.04

                  .一'.

                  07.726.8口8.346.4317803.11.6Z00.4120.00                  1310.202・4.626.7C8.346.4818.053.110.C25o.680.07960.8014108.04

                  07826.908.34615518.061.8o=o.2o0.220107                  1412.OO・26.026.908.346.6218.091.b3.62b0.43一0.008.70.4912.58.04
                  ■一一一

                  畳552Z1口8.3-46.4亨18.091.38.01b0.o30.0口                  1512.2与2.6.….26.803,34.6'551-8.111.220.815O.22OlOOフ.50.33フ.6784

                  071026,958.246.5718.061.613.620O.15U.一0b                  1612.1326.026,708.34・6.4718.101.3一20.4150.4.20.078.4口.3510.78.04

                  1G.45o.101026.8口一8.346.5718.021.3置.]∠5c.o一5口.07                  1ア25.0
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                  091口26.808.34一6.5618.031.・52.4.25o.一95                  10.300.07                  1926.0。

                  ∠6.708.∠46.4218.02一1.014.825o.o40.08.90一0.き4-Ig'4ブ84I

                  071026.ア58.326,6518.031.496150.口、2                  12.1I00.00                  一2D26.0.
                  26.708.346.3o1.8.121.皇10.O15一0.020.00一'一・97百一3一一b11二6.一一■一8,04
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第3-2表.  米ノ津川及び沖合水  ・泥質調査結果表 (昭和36手2月一15日)

               区分本...一・質

               1採水時気漏.透明産水漏.PHD.O一C.O.D塩素量硅駿アンモニア燐酸
               St採水月日℃ηし℃PPmPPmPPm%oSi1→t勿・'「←「atシeレコt均一粋at均一;%

               一

               ■..」・1・8.;Oフ1356.1384.2017b14.口1.60.口4               8,262.998.「

               1三士..1…書仁蕎・・1■■'け…1二1:十'一8.20Z672.4719・5.2016020.22.4O.84
               1615

               一8.841.ノ5250140口503∠

               、斗.・.8.353,3               9081ア日31015.8O.5・0.53
               」」業』70622.2261691`o1961.10.07               一9oU5,50

               4〃6.5273.50O.ア521口14.O2.40.43
               …一十一一15,55一一6.42195013.802q17色0.5O,24               .晃1095

               ■÷2-16一」.一山一'10.1nZ72.08476口ア9-512014,O2.4O.32               150574⊥

               ⊥亭10.6u8.256.862,1718652024o06菅28               3.Bo,4
               9no79口6041Z508.8・112.014.82.0O=21
               11.108.236.682.4.518.68202工6O.5.0.24               4.610.3

               .7⊥"..立。5'むr∠69658.ワ36.8215S7矧1b729013二00.50.55               4.3

               10.708.23・6.68.1016405028               5.711.2
               8〃10.208.33I6.764.5618.454口18.O1.1一.o■O.22               5.ア

               11.058.436`815818702017006口24               1G,2-16.6o.7128
               9〃11.258.336.8729818ア日4012.90.4。0.31               15.256.8'一6.6               '一一11.308.336.721.8618.7e『01760.5一0.24               10,481z36.2zo=
               10〃.11.408.336.941.5113.784014.00.60.35

               15,536.8I■一70686.6               '11.208.536.6'71.ア51ア811014.20.6O..28               ヨ.83..6'
               11一"一97b昌.256.966,3018.759014.0o.4口.28               68

               ■一1'一一・10.70暮.336.642.1018.481016.20.601巳               11115724.B2、ア,
               12}                10.108.336.8`1.9518.747口一1-4.00.30.28               16,226.74.3
               一・11.358.336.741.8`18.752020.2O.5O,24               11,06.フ115.ア8,21

               13〃貝:.ろ一一u+6.881.エ511言汽■ξ10.R0.42               16,106.97611.工F
               一…一''一・■.'一一一.■一`■■

               '一11.451;;じ11.890.5O.24               10,436.9Z16,5。
               14"1.ア5O.50.29

               15,48Z.2'I851130               一.11.208.2三6.731.8918.71201b.20.5口21               10,276.64.896
               15〃                11.458.三…6.861.ア518.84014.o0.茸O.28               15.3ロー一6.9一'一6.6一.               一一.一.'一一I一''■11.408,23■一6./b2.1018781016.20.60.1ε               10.3Z`.46、`15.6
               16π                11.208.3=6.901.58187b4014.0O.5c,33               15τア68Z1

               11,308.…36.6ε1.7518782016406018               10,556.8Z1o.`
               17"                11..25日=ミ1」・.一u6852.80一一187_3015.0・0.4o.53               15.59Z08.5

               一F

               ■'一8.356632.1■2.5918.661016.20,60-21               11,2179o.711.25ろ.3
               1ε〃                8.5き6.B11B4J5013.2O.5               10.60o1三9               !6.26.6る.8

               一一一■■一.■`'一11.508.53!l18illガ1;201600402ム               1102726.210.1
               19は8.232013,2O.5o.39

               l11升118.1^一}11.40               一一■一1II.一一1.一11.・301:辻三皇;1ガ:15::i16・2口.5一O.20               6,6110.55.6               20〃11.4.00.・291               11542,688.511.20
               一
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 第3一3表.米ノ津川口附干満潮時に於ける水質の変化.(昭35.9.20).

        「一1stI纏渕時間気丁ll「1溶存鮫素i塩素量        p上土
        {(℃)(.℃).        一山(PPl11)(伽)一一二一一半一一一一一一
        225528.825.606.803-52一o.cア        干

        310,2527.526.58.6.908.13'0.02

        ■.一I4・2oア28.127416.606i000.65

        5

        時・8,5026.82z597204.45・5.13
        6昇10・2Z?2z6・9770一5.83.Z80

        …↓十ト        潅.2・16,222、、T、、,ブ、、。3.910.き0.一
        潮315,5-526.825.10720793一・O,14
        415,q口26.124.65Z106.白20.51・

        時5一13,45一25.026.808,246.001716

        614,1526.02く・708.346.0316.8・0一

        C.().D浮=、建物質建睡年創咳・亜硝酸        。St一.一(PPm)(PPm)一(S'フ割}t・m〕一・くノel
        2150.330.03フ。.4.212O.72

        千一32,6.0・O530.G・750,13
        411.6ε.o4001.4.1アO.07

        時52.'15.1〕4001.223O.05
        68.{1高.03401.o180.09

        滴2158.648.Oう7'5・一,_o.5140.67
        5・1.6・o.o500O.64.O.一05

        49.8貫.o4ア51.3250.47.

        時52.O.12.C500.6.200.一48.

        L.6二≡2,91'5-250O.7180.09   
     
I
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2.泥質調査(第3.一1表',第3一一2表参照).
 泥質の測定値が、第3国より,室4回が増加した場所は,∫土2-4.5.6.Z8.9であり,灼熱
 減量ぽ,乞5%から5～1口%に,硫化物は0.2卿/クからO.5～1.0mg/9に,G・O・P
 は5砺/夕以下であったが,5～10m茅/身に増加している。

 以上の結果からでは・現在では・泥質は河畔手艇だけか廃水の影響を受けているので舛ない
 かと考える。

第3回調査資料採集担当者 木之下一隷之進

九万由一已
 小・啄耕平
上団一忠男

 寿析及び査定揖当者  水質底質、関係

 生一物'、関係
 .」二田忠男宮田・幸蔵
九万田一己

第4回調査資料採集担当者 木之下耕之逢

 九万出・一巳'

宮田幸蔵

小原耕手

 上国、出、男

 分析及び査定担当者 水到底質関係

生物関係

上田忠男

九万田一已

附図:米之津川口水質汚濱調査一定点



 肝付川水系水質汚商調査(I・亙・皿回)

調査課

 "r付川本系には澱粉工場が多い。原1科の甘藷は降籍期前,珂1ち11月下旬から12月上句の2
 旬間に地理しなければならない。此のよ一うに季鯛勺工業.て・あるが赦に,刀馳戯も甚だ幼稚な・も

 のであり,貧I弱なものが多い。
 丹阿川上流は人口分布少く,都市下水等による細菌汚染は比較的少たい。そのため,一見清浄

 .の感を与えているものの一。近年,澱粉土場雌込鰍坤度及び織牢ψ柵が目立ってきている。
 これらの原因は・勿論・上流における澱粉工場廃準の放流.によるものと考牟られ・この廃碑は

 翻噛の賠著地となり,細菌か繁瓶一し,ちぎれた諸勢が流下し、海に達すると。海水守め強遂解質
 により凝一一集して,大粒手とな.り魚納等に附費,その漁獲鱗昌を低下せしめたり,叉凝集しつ.ム漂
 流し,建込中の綱に着いて漸次,降坐せしめるこ左があ.る。

 そこで,これら工場鰍の影辞について・下記のとおり;回に亘?て調査しね
 第1回昭和35年10月14日.擢・込前

 第.2回π・・12、目7日一・最盛期

 '第3回〃る6年3月24自〃后(澱粉洗粉:晒作業).
試験一票頷一

 試料の採取は,第1回,一策2国は陸上及び海上調査.第3固停陸上調査を鮒一図に示す定点セ行
 った。一陸上河川の採水は.河川の流心部、左右両岸より3ケ所から採水し.,等量を混合均一にし一

 て・,一検体とした。但し。溶存酸素,水詔1{はヲ心部より採水したものを代奉詳料とした。.叉・試
 験士法としては,気流,水湖、溶≠調麦素及びpHは理場で行い,その他は,た∫ちに突撃鏑冒寺ち
 帰り実施した。

試験成績

 試験成績は第1・2・3・表のとおりであダ単位は,水質のO・O=・pはK地04精嚢量PPmで
 表わし'磁駿一は'∫{.μ一匹～洲・/e.,ア:/モニウム{丈,ルμ8iαれ伽。/!,燐酸は

 pμ丁α`・θ舳/e下平トた。一
 考、察..
 ωコ;場廃水

 工場廃水は黄褐色を呈し・臭気も著しい。工場からの廃水は一応,沈蝉池を通じ廃水路より河
 畔こ流出され私沈澱池の効果を知る目的で淡澱池前後の廃水を採取して分析したが,C・O・D
 Z800PPm,珪酸1,`00、アンモニヤ200.,燐酸14で前震一の差は殆ど認められない。た∫,

 浮游物が「前」で25/昭/e,『後」で198mg/eとやや減少し・浮潴物質が沈澱したことが
 ・認、められた。但し,廃水が2,500m・の下流になると(廃水路.上の)C.O.Dは56、浮溝物は

 1・・アン千ニウム1・燐酸・・てと著しく減少し;榊≒強力た自浄作用叩ることカ1認めら帆
 第3回書属査(36.3)では,澱粉工場は製品の洗溝鮒ち晒作業中でそ佛着氷ま黄褐色で抜出量は
 擢退期より非常に少い。臭気は著しく,PHは4.64てやム低いがO.O.Dは2,000PPm,
 浮漉物は1.2アー6PPmと擢込時廃水の約1/3の濃度である。廃水の河へめ吐出口では主〕H7帖

 ・・・・・…に鞭し・・・・…は・・…で1/・・に減少㌧他のli1幟一も清浄に回
 復している。

 」36アー一



(2)肝付川水系水質

 水は10月…一・・月は・I・・～1・・であり・・;・Hは綿■1では流下寺る一に従?て低
 ■ドするが、逆に鹿屋川では流下するに従って‡外ナる。・同様にDO一も一同じ曄向を示し一口叉一,一1p
 月よりも.1-2月が増加している。G.O.Dは流下するに従って減少し,河口は1口.12月共に

 同値であるが,上流の5圭4.一,叉ほ∫`9は10月より1・2月か増加し,特にS≠1.2は337.
 の高値を示してい弘浮游物は串良川10～20・鹿屋川は30と多く・舳31の合流点では・
 12月で1・/4q威少しているが∫土1.(河口)では5借に増加しそいた。アンモニウムぽ全地

 点とも増加レ、串良川で10月は15が12月にぼ22～25・叉,鹿景川でも10月は10が.,
 1.2月には2・0～…5と約2借に増加し.特に河口の∫{2では30に増加していることは注目

 すべきでふる。
 その他,燐酸は12月は逆に減少してし、る。
 以上により串良川では流下に従いギHの低下・叉,D・9の減少することを知ったか,水系で
 は細菌の分解作用が強く.叉。,鹿屋川および合流点より河口まではlPHの上昇及びD.Oも,や
 や増加してい・ることから,稿々自浄作用が行なわれていることが推察される。一文,10月より
 12月の力Iが細菌の分解作用が強い。即ち好適地にたっていたことが推察される。

 第明離では前回,・Hが7以下の地点もZ00～ア30一と回牽しり亘'一一7以下の堆点は認
 められない,D,Oは与第2回ヒ鹿屋川及び河口附近は1～3b岬で非常に少なかったが,第

 3回では全地点7～?PPmに増加し・微生物による酸素消費は殆ど考えらオ作い。C・0・D
 李・…位で第・回の1/1・に減少し.浮騨蝸様に減少していた'ゾ毛二・ア蝉・回
 は河1コ附近で30アーσ`m8/eから第3回には,1口～14r一と考。舳/eに減少し,叉

 他の地点も同様に減少していた。燐酸は1～57一αれ洲/e.灼熱減量は1～.2%干第2回
 と略々病]値である。

 第2回歯査で著しく増加した硫化物は∫妻1.2(河口)で0.3～1、.口聯/9から第3回は口.05一
 ～0.1mg/タ・と,約1/10に減少し,C.O.D,も4㍗5m留/9から.1m茅/8と1/5に減
 少していた。

 (3〕肝付川水系泥質

 的姦減量は串良川で1～2%セ.10.12月共F同値叉,鹿屋川で12月は2～4%と,μ・
 月丘り約2倍の増加を示し,C.O.Dは串良川。.鹿屋川井に10,12月の差は認められない
 が,河口の5{1.生では,.12月は2～3借に増加し,叉一,硫化物も同様串良川,鹿屋川央に

 10・12月の差は認められないが・.河『の5土1・2は1.0月・口・05から12月0・5～1・0に増
 加したことは注目される。

 泥質調査の部では,10月より1・2月が箱々汚染度が高い傾向が認められるが,特に,河口の5考。一
 2では何れの値も増加している。これは上流よりの廃水の浮漉物等が河口附近に堆積し,この場一
 所で報噛等の分解作用により,分解生産物た岩硫化物が増加したものと考える。
 14〕海上水質一調査

 水湖.は1o.月では河川も海上毛2・4℃前凄で告散状愈は推察出来ないが,12月は河川ば14一
 ℃,海上は才111合で20一℃であり,河川の分散は明確に推察出来る。
 叉,D.・Oは河口の〃4,5附近が1G月で6..8,12月は6.1で滞・々低下し;分布状態は10
 月,12月ともに略々同様の傾向である。O.O.Dも河口附近が多く,.10,12月共に同様
 であるが,刑1合で10一月は1PPm以下セ券つたが,12月には字1i1合でも2PPmに増加してい

 る子とが認め干㍗た1・浮渤は何千・1㍗㌘ヒない亭ミ'12平5㍗27(㍗I)



 附近舛増加.していることカミ注目され飢(10.月中層が著しく多い場所があるか,.これは多量の一.
 底.の泥を混入牢認めたものが多く,これは自然状態の海水でたいと思っている一)塩素量は1二.0カ
 の表層が.1・%以下で中層は1…%でありたカll・脳111合は表層・中層共に1・・弱で1.・カ
 が多く・叉・駿も10月は表層が40以上で12月はll11合で2C一以下に滅劣しているべれfま
 10月ば淡水の影響が大きかったか,12月は淡水・の影響カ箱んとなかったととか推察されるJ
 アンモニアは1・月ぽt・以上の鎚ほ半径螂d帆以内であ÷たが1・刑ま半年・加・肌
 以内に拡大していることは河川のアンモ千アの増加と良=く一致した顔向である。叉燐綾・も同様二
 ・以上は1喘呼径・川以内セあったものが1・月には錐・1・1似内峨大していら。
 以上分有図からみて・中鰍ヰ河口附近だけであるが・,表凄はかなり洲合まそ分散する占うであ.
 1・叉・1・月は淡水の鰭は傘鮎しにもかムわ・らず汚染の指標が増加岬るこ干から11カー・一
 土り12月神写楽度が稿々高くなっていることが考えられ一る。

 ㈲海上調査泥質

 泥質のや熱野量は10,一12月共に5-6%で同じ分布状態だが∫走26附近の牢域がや土卸=。一
 文・硫化物は1・・月は.1・月に比綾して著しい変化があ竺一.。月・・、以下であったが1ε月は
 著しく増加し・5者4・5はO・6～0・0・.叉・沖合でも0・1以上である。特に中11合でも8'26・27一
 附近の水域は0・4を示した?Ci0・Dは・10・12月共に4%前鎚であるが12月ぱ∫ポ26
 ・2Iア附壷g水域か5～7%に増加してい'る。
 以上泥質は灼熱減量、O.O.Dは12.10月共に略々同様の分布顔向を示したが・、硫化物は

 分布状態が著しく変化し・胱4・5一々河口附近で約3倍以上も増加し・てしヰ6叉.河1合の5`2&
 2Z一附茸が均熱減量O,O.D硫化物も多いごとは浮漉曲質も多かったことから推察して,邑の

 箒幾二㌘咋よ1一・泥質辛1㍗12千は汚苧度が商く㌣1
 ㈱考一察'

 5回にわたる調壷の結果を比較すると,擢必中の廃水は放出・豊も多く,又その濃度も高い,こ一'
 .れら廃水は河川及ぴ近海を著しく汚染し三河川は,微生物の野道培地主なり繁殖し,ちぎ松花薗
 塊が一5一`1.2の河口附近に堆積し,これが二次的分解作用,長11ち、.Dρ0の少かったζ一とから,

 嫌郊自分解作用の生産物として硫化水素等を産生し,その結果,硫化物が多かったものと考え乱
 そして.,第・回の結果からは,・最鱗雌積物は・殆ど完鉢牟解されて(・二・・dの州こ
 とから)清浄に回復していることが削る。叉二蝕紛工場廃水は擢退期間中だけが河川を著しく浮

 .・染し岬洗糠牢水は殆ど幣る・干年率ら㍗肌
 甲.一.査員・嘉・ふ一一部・土{・㍍.二

宮田.幸蔵
 製準部.一一・未之下耕之・進.

 1-369・一



第1表
有明湾水域及肝付川水系水泥質試験成績表 昭和35年10月14目

 !予芒警正三平モ王法1・虻 戸戸m・. 琴緊王匿琵姦琵腰語竪栗1

       μ

       耳一直二活幕下石工竺÷       ;年35.44.80○.05
       3L1Os.4

       5.20O.C81.89       9、境⊥5037言,牟
       1520200,O13.88'`

       .岬1・生一工二F士三'㌧1土・ゲ…α・・!…
       '63213.82.04

       し

       一・….ユ上一生帖'山''「一「…54◎15.23.o8-T7τ「一■1丁
       十一       寸

       632ll.32,56O.S4Q,04o.72
       ⊥一十



第2表
有明湾水域及肝付川水系水泥質試験成績表 昭和35年12月7目

r

 ・“笛廿着堅芒竺三三亙工蕊工霊屋誓註



第3表  肝付川水系水.・ .泥質試験成績表 昭和36手.3月26日

               区分4採水時一気流し℃水.・..・.'.質               水湖.D一.C.C,O,D浮游物硅。駿・■{ツピ.守               採水月日..ノ               5圭℃PHP・P岬P刃岬P.P.mr一

               鹿本'3=23'一山一■1一^一一一■一'4.641,983,501,!ア6・0⊥640
               ■一■'一■一■'               吐出口.π^'一一二1ら.9・・才■フニ222t0.500
               1一π15,3520,319.9Z2G8.14一メ・8う.21.2490

               一一.'一…㌃て1。.。。■・               2195・;丁・1・5・8亨.14.4470
               二て■■㌃■■一..一■■                16.416.6。。「「。、15・.85・70

               ■'1

               4一1一}…'」一.4..川519016.1ア098.023.44.7011.6一2.2.'1.07.               は…..一一・L一・T11・口00」一二               5"14.2518.61713Z258.864.47.14・62.90-3g一.O・06.1.2-6
               o一.II一一■1^I一一■■一

               6一㍑一13.2020.6172Z.2口908。31783.247012.83,1.1・950.081-58.
               一I一,■'一一,一「}.'刊

               7一十11119816.ユア26.8.5皇一5.50手6530198一.主91,68O.130.97               」'一一一一.山`'一叶

               8一1+ll7,る。£422.415.0.540一一一6.23.31.一15O.1・10.8ア               不十丁;、II一`               9一ナ20。z93・5.一らd20.0'4ラ013.42.9.'1.43ひ11=.1.18

               10"IlO,3515.1'16.37247.8`4.47・12.05110一12..82.21.47O1001.52

               .11一".10,151.5.416.1;:十114.8211.25001÷ト12..410,292.56.               〇一'一一■'''一■一一一一…山一

               1.2〃24013.4r5,6.6・871924702.02α17.t圭3

               一ト、、、寸               13"一15,1321.01956.998..25一2724709・02二50.84o..391.24一

               .14〃11.1515-416147248.9-23.095..6370・9p一2.41.81

               "一「㌃。十               1513.6一15.5ア258.924二8220.O.51018.61.51.48

 区分一・ J 水.質
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肝付川水系

採水点図
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下小原
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